
茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、13：00～17：30）

交通事故相談会開催のお知らせ
日　時：１月25日（土）　９：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたも無料でご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ
日　時：１月26日（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたも無料でご相談いただけます。

萩原総合 検索

さくらがわ　2014.1.1

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

No.53
教育委員会文化財課
文化財グループ
（☎58-5111・75-
 3111 代表）

文
化
財
を
守
る
～
古
文
書
の
修
理
～

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
は
11
月
に
引
き
続
き
古
文

書
の
修
理
作
業
の
紹
介
で
す
。

　
写
真
の
古
文
書
は
６
枚
の
紙
を

貼
り
合
わ
せ
た
大
判
の
図
面
で

す
。
こ
の
６
枚
を
貼
り
直
す
こ
と

か
ら
始
め
ま
す
。
ま
ず
、
図
面
上

の
線
・
文
字
の
切
れ
目
か
ら
元
の

重
な
り
方
を
確
認
し
、
で
ん
ぷ
ん

糊の
り

で
丁
寧
に
つ
な
い
で
ゆ
き
ま

す
。

　
は
が
れ
た
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ

た
だ
け
で
は
破
れ
や
虫
食
い
も
元

の
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
次
に
行
う

の
が
『
裏
打
』
と
い
う
作
業
で
す
。

傷
ん
だ
古
文
書
の
裏
に
別
の
和
紙

を
貼
っ
て
丈
夫
に
し
、
長
期
間
の

保
存
を
可
能
に
す
る
の
で
す
。

　
裏
打
は
、
不
織
布
の
上
に
広
げ

た
古
文
書
を
湿
ら
せ
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
。
裏
打
紙
と
し
て
用
い

る
和
紙
に
水
で
溶
い
た
で
ん
ぷ
ん

糊
を
塗
り
、
古
文
書
の
裏
に
慎
重

真
壁
郡
か
ら
み
る

古
代
国
家
の
東
国
支
配

■
日
時
／
１
月
26
日
（
日
）、
13
時

30
分
～
15
時

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館 

１
階
会

議
室

■
講
師
／
長は

せ

べ

谷
部
将ま

さ

し司
先
生
（
茨

城
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）

■
内
容
／
白し

ら

か

べ

髪
部
の
誕
生
か
ら
真

壁
氏
の
登
場
ま
で
、
謎
の
多
い
古

代
の
歴
史
を
読
み
解
き
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

■
定　

員
／
先
着
50
名

鎌
倉
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２ 

青
木
・
足
利
橋
か
ら
東
へ

■
日
時
／
３
月
23
日
（
日
）、
10
時

～
12
時

■
集
合
場
所
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
講
師
／
文
化
財
課
職
員

■
内
容
／
桜
川
市
で
発
見
さ
れ
た

鎌
倉
街
道
の
東
ル
ー
ト
を
歩
い
て

み
ま
す
。
青
木
地
区
の
足
利
橋
、

岩
瀬
駅
周
辺
、
上
城
地
区
の
橋
本

城
下
（
結
城
合
戦
の
挙
兵
地
）
を
散

策
し
な
が
ら
、
文
化
財
や
結
城
合

戦
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

■
定　

員
／
先
着
30
名

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
財
課

（
☎
58-
５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
２
）

古文書を貼り合わせる

慎重に裏打紙を貼る

に
載
せ
て
ゆ
き
ま
す
。
裏
打
紙
を

す
べ
て
貼
っ
た
ら
不
織
布
を
重

ね
、
そ
の
上
か
ら
刷
毛
を
強
く
か

け
て
裏
打
紙
を
し
っ
か
り
と
定
着

さ
せ
ま
す
。

　
最
後
に
、
裏
打
紙
の
裏
側
の
端

に
糊
を
つ
け
、
平
ら
な
板
に
古
文

書
を
張
り
、
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
濡

れ
た
和
紙
は
乾
く
と
縮
む
の
で
、

端
を
糊
付
け
し
て
お
く
と
ピ
ン
と

張
り
、
し
わ
も
伸
び
る
の
で
す
。

　
乾
い
た
ら
裏
打
紙
の
余
白
を
切

っ
て
、
よ
う
や
く
完
成
で
す
。

　
傷
み
の
激
し
い
史
料
も
、
修
理

に
よ
っ
て
永
く
保
存
・
活
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

歴
史
講
座

修理の完了した古文書

13


